
　（別紙４-２） 事業所名　　グループホーム ことぶき

作成日：　平成 28 年 10 月 4 日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 35

実施できなかった災害訓練を9月に実施。避
難訓練同様、運営推進会議やチラシ等で参
加の呼びかけを行うも地域住民の参加はな
かった。課題として、地域住民への周知不足
の改善、実際に訓練に参加してもらうための
工夫が必要と考える。

・避難訓練、災害訓練ともに地域住民の参加
が得られるように周知方法等を工夫する。

・運営推進会議での呼びかけや近隣にチラシ
を配布するのみではなく、商店街や高齢者支
援センター、民生委員等へも協力を依頼し、
地域住民への更なる周知、また周知のみなら
ず、訓練への参加での役割等も併せてお願
いをしていく。

1年

2 4

消防、警察、他事業所などの専門職の方や
民生委員や高齢者支援センターなど地域の
方々との交流が多いメンバーなどで運営推進
会議を開催しているが、仕事を持っていて日
中の時間が確保できない家族が多く、参加が
なかなか得られていない。

・専門家や地域住民、利用者、ご家族の立場
からの意見を職員が真摯に受け止め、よりよ
いサービス提供につながるよう取り組む必要
がある。

・仕事の都合があるため、運営推進会議の日
程を早めに設定し家族に周知していく。
・家族に手紙や通信等を利用して、運営推進
会議の意味や役割等の重要性を再度伝え、
協力を仰ぐ。
・日々の体調面も考慮しながら利用者へ声か
けし、会議への参加をお願いする。

1年

3 26

職員も毎月利用者のモニタリングを実施し、
本人の介護計画へ目を通しているが、プラン
の把握には至っていない。また、ケアプランの
内容についての実施の有無や実施した経過
等について生活記録等への記録がなかなか
されていない。

・ケアプランのサービス内容について、実施の
有無や実施方法、経過等について生活記録に
記載するように努める。
・職員ひとりひとりがサービス内容を把握でき
るよう工夫する必要がある。

・日々の記録を取る生活記録にサービス内容
を挟み、業務にあたりながらでも確認ができ
るようにする。
・モニタリング後、職員間で話し合いを持ち、
一人ひとりに沿ったサービス内容を一緒に決
めていく。

1年

4

5

注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入して下さい。
注２）項目数が足りない場合は、行を追加して下さい。

　　　　　　　　　　　　目標達成計画

【目標達成計画】　


